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議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
 

金
木
町
議
会
議
長
 
小
田

桐
 
喜
 
吉
 

こ
の
度
、
金
木
 
大
さ
に
身
も
引
き
締
ま
る
思
い
で

町
議
会
議
長
に
就
 
あ
り
ま
す
。
も
と
よ
り
、
浅
学
非

任
す
る
こ
と
に
な
 
オ
で
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
 

り
ま
し
た
。
 

発
展
と
町
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
 

そ
の
職
責
の
重
 
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
 

』
鷲
一
 

、
‘
 

く
お
願
い
申
し
 

上
げ
る
次
第
で
 

一
 

あ
り
ま
す
。
 

l
 

一承

知
の
通
 

【

l
 
穀
け
毅
 は

こ
と
の
ほ
か
厳
し
く
、
地
方
交

付
税
の
減
額
が
子
想
さ
れ
る
な
ど
、
 

財
政
運
営
に
も

一
段
と
創
意
と
工

夫
が
必
要
と
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
、
 

米
と
り
ん
ご
の
自
由
化
対
策
も
ゆ

る
が
せ
に
出
来
な
い
問
題
で
あ
り

ま
す
。
 

高
齢
化
社
会
に
突
入
し
、
老
人

福
祉
対
策
も
最
も
重
要
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
教
育
、
観

光
、
ご
み
処
理
、
企
業
誘
致
な
ど

課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
 

執
行
機
関
で
あ
る
町
長
部
局
と

議
決
機
関
で
あ
る
議
会
は
車
の
両

輪
で
あ
る
と
例
え
ら
れ
て
お
り
ま

す
通
り
、
よ
く
お
互
い
の
立
場
を

尊
重
し
、
連
絡
協
調
を
図
り
な
が

ら
、
町
発
展
の
た
め
に
努
力
す
る

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
 

第18代議長に小田桐喜吉氏就任 

コ
加
に
やり
曹
し
た
 

■

【
！

.
I‘ 
■
‘
●
．
‘
●
●
■
 

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
冬
季
大
会
 

▼後輩の南中スキー部員から花束の贈呈 

し I タ メ 

当
町
喜
良
市
出
身
の
古
川
純

一

選
手
が
、
学
生
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
も
言
わ
れ
る
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
 

ド
冬
季
大
会
ノ
ル
デ
ッ
ク
ス
キ

ー
 

複
合
競
技
で
見
事
県
人
と
し
て
初

め
て
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し

た
。
 

古
川
選
手
は
小
さ
い
と
き
か
ら

ス
キ

ー
に
親
し
み
、
金
木
南
中
学

校
時
代
か
ら
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
 

県
中
学
校
体
育
大
会
、
東
北
中
学

校
ス
キ
ー
競
技
大
会
等
を
制
し
、
 

高
校
進
学
後
も
国
民
体
育
大
会
一
一
 
 

連
覇
な
ど
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
さ

れ
ま
し
た
。
大
学
進
学
後
、
全
日

本
学
生
選
手
権
に
優
勝
し
、
ユ
ニ

バ
ー
シ
ア
ー
ド
代
表
に
選
ば
れ
、
 

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ザ
コ
パ
ネ
に
お
い

て
県
人
と
し
て
初
め
て
ノ
ル
デ
ッ

ク
ス
キ
ー
複
合
競
技
金
メ
ダ
ル
に

輝
き
ま
し
た
。
 

世
界
を
股
に
掛
け
活
躍
す
る
古

川
選
手
の
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
合
間
に
行
わ
れ
た
優
勝
祝
賀
会

で
は
、
田
中
町
長
が
 
「こ
の
度
は

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 

来
年
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ

り
ま
す
。
益
々
精
進
し
て
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、
第
二
の
金
字

塔
を
た
て
て
下
さ
い
己
と
祝
福
。
 

古
川
選
手
の
後
輩
に
あ
た
る
金
木
 
 南

中
学
校
ス
ギ
ー
部
の
皆
さ
ん
が

花
束
を
送
る
な
ど
、
か
け
つ
け
た

百
五
十
人
の
町
民
と
と
も
に
快
挙

を
祝
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
受
け
古
川
選
手
は
 
「今

回
こ
の
よ
う
な
成
績
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

益
々
努
力
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

活
躍
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
い
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

古
川
選
手
は
こ
の
後
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
出
場
す
る
た
め
ョ
ー
ロ

ッ
パ
へ
向
け
て
旅
立
ち
ま
し
た
。
 

今
年
、
世
界
選
手
権
や
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
ノ
ル
デ
ッ
ク
ス
ギ
ー
複

合
競
技
で
日
本
選
手
団
が
大
活
躍

し
て
い
ま
す
が
当
町
出
身
の
古
川

選
手
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
て

益
々
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
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▲石川徳建設のみなさん 

▼肥後建設のみなさん 

みなさん元気でした 

熱心に聞き入る農業関係者 

県
外
出
稼
者
を
訪
問
 

ー
東
京
都
の
二
事

業
所
ー
 

が
あ
っ
た
。
 

て
充
分
な
気
遣
い
を
し
て
お
り
、
 

ま
た
、
各
事
業
所
と
も
出
稼
就
 
安
心
し
て
就
労
で
き
る
よ
う
配
慮

労
者
に
対
し
て
、
賃
金
は
も
ち
ろ
 
が
な
さ
れ
て
い
た
。
 

ん
の
こ
と
、
安
全
衛
生
、
宿
舎
施
 

（
報告
廿
町
農
業
委
員
会
）
 

設
、
福
利
厚
生
、
食
零
等
に
関
し
 

あ
づ
ま
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
馴
ざ
し
て
 

農
業
・農
村
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
 

平
成
四
年
度
の
出
稼
農
業
就
労

者
事
業
所
訪
問
が
、
二
月
十
四
日
・

十
五
日
の
ニ
日
間
に
わ
た
っ
て
東

京
都
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
 

訪
問
し
た
の
は
金
木
町
農
業
委

員
会
会
長

（
中
谷
肇）
、
青
森
県

農
業
会
議
経
営
部
長
（
工
藤能
秀
）
 

ら
三
人
で
、
十
四
日
は
府
中
市
の

脚
石
川
徳
建
設

（
白川
錬
太
郎
さ

ん
外
八
名
、
十
五
日
は
杉
並
区
の

肥
後
建
設

（
秋村
繁
太
郎
さ
ん
外

六
名
）
を
訪
問
し
、
指
導
相
談
会
 
 を

開
催
し
た
。
 

相
談
会
で
は
、
中
谷
会
長
が
認

定
農
業
者
制
度
、
水
田
営
農
活
性

化
対
策
の
概
要
、
町
全
体
の
事
業

等
に
つ
い
て
、
工
藤
経
営
部
長
が

青
森
県
に
お
け
る
水
田
営
農
活
性

化
対
策
推
進
の
基
本
方
針
、
農
業

者
年
金
制
度
に
つ
い
て
説
明
を
行

っ
た
後
、
い
ろ
い
ろ
な
話
し
合
い

が
持
た
れ
た
。
 

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。
 

①
留
守
家
族
が
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
 
 お

こ
し
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

は
安
全
性
が
な
い
の
で
は
…
。
国

県
に
対
し
て
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

規
制
緩
和
に
つ
い
て
要
望
し
て
ほ

し
い
。
 

②
転
作
面
積
に
つ
い
て
、
平
成
5
 

年
度
は
何
割
位
に
な
る
の
か
。
 

③
他
用
途
利
用
米
に
つ
い
て
、
米

価
並
に
等
級
を
設
け
て
値
段
を
決

め
て
ほ
し
い
。
又
、
価
格
に
つ
い

て
高
く
す
る
よ
う
国

・
県
に
対
し

て
要
望
し
て
ほ
し
い
。
 

④
育
苗
セ
ン
タ
ー
設
置
実
現
に
向

け
て
早
急
に
実
施
し
て
ほ
し
い
。
 

以
上
の
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
、
 

出
席
者
全
員
で
活
発
な
意
見
交
換
 

最
近
の
農
業
情
勢
は
、
諸
外
国

か
ら
の
農
産
物
の
市
場
開
放
要
求

な
ど

一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り

農
業
に
依
存
す
る
我
町
で
も
多
様

化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
活
力
あ
る
農
業
・
農
村
づ
く
 nノ

を
進
め
る
た
め
入
あ
づ
ま
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
V
を
テ
ー
 
 業

課
長
）
両
講
師
が
講
演
し
、
集

ま
っ
た
百
四
十
人
の
農
業
関
係
者

は
真
剣
な
面
持
ち
で
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
農
業
者
、
若
者
、
婦
人

か
ら
見
た
農
業
に
つ
い
て
提
言
も

あ
り
活
発
な
意
見
が
交
換
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
 

マ
に
 
「農
業

・
農
村
活
性

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
3
月
 

5
日
、
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
田
中

町
長
が
 
「現
在
、
農
業
は

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
今
日
の
フ
ォ

ー
ラ

ム
を
参
考
に
、
あ
づ
ま
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
下
さ
い
い
と
、
挨
拶
。
 

こ
の
後
、
前
川
原
隆
志

（
 

下
田
町
農
業
協
同
組
合
参

事
）
、
稲
場
隆
夫
（
北
海

道
亀
田
郡
大
野
町
役
場
産
 

③ 広報かなき川旧川mmI 



況
フ
ア
ミ
リ
ー
コ
ソ
サ
ー
ト
に
 

盛
 
五

百
人
 

伊
藤
中掌
易
百
万
円
預
託
 

去
る
2
月
2
4日
、
中
央
公
民
館

で
海
上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊
に
よ

る
 
「第

】
回
金
木
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
 

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
 

町
商
工
会
青
年
部
が
中
心
と
な
り
、
 

町
民
の
皆
さ
ん
に
生
の
演
奏
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
の
約
五
百
人
の
方
々
が
集

ま
り
、
な
つ
か
し
い
曲
や
テ
レ
ビ

ア
ニ
メ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
な
ど
盛

り
沢
山
の
演
奏
に
大
き
な
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
 

大
盛
況
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
実
行

委
員
関
係
者
は
「
第

一
回
目
の
コ

ン
サ
ー
ト
と
い
う
こ
と
で
不
安
も

あ
っ
た
け
ど
こ
ん
な
に
盛
況
に
な

っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
 

第
ニ
回
目
か
ら
の
励
み
に
な
り
ま

す
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

今
回
、
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
に
あ
た
 

金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
会

長
廿
長
尾
甚
五
郎
）
＋
五
周
年
記

念
事
業
と
町
の
補
助
で
グ
ー
フ
ン
ド

ピ
ア
ノ
ー
台
が
金
木
小
学
校

（
校

長
廿
瓜
田
正
義
）
に
寄
贈
さ
れ
、
 

こ
の
ほ
ど
 
「ピ
ア
ノ
お
披
露
目
演

奏
会
」
 
が
金木
小
学
校
講
堂
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
は
、
金
木
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
結
成
十
五
年

と
い
う
こ
と
で
学
校
教
育
の
た
め

に
何
か
役
立
て
れ
ば
と
ピ
ア
ノ
寄

贈
を
計
画
。
こ
れ
に
町
も
援
助
し
、
 

実
現
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

演
奏
会
に
先
立
ち
田
中
町
長
が
 

「寄
贈
し
て
下
さ
っ
た
ラ
イ
オ
ン
 
 っ

て
、
公
民
館
の
舞
台
が
少
し
狭

い
こ
と
か
ら
現
舞
台
の
前
に
移
動

式
の
舞
台
、
そ
し
て
照
明
に
バ
ッ
 

2
フ
イ
ト
を
使
用
し
ま
し
た
が
、
 

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
野
呂
電
気
商
会

が
公
民
館
に
寄
附
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
何
か
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
に

は
重
宝
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
こ
の
舞
台
を
使
い
、
ど

し
ど
し
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。
 

ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま

す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
ピ

ア
ノ
で
大
い
に
音
楽
の
勉
強
を
し

て
下
さ
い
己
と
述
べ
ま
し
た
。
 

町
で
働
く
少
年
の
為
に
と
、
東

京
都
八
王
子
市
に
住
む
伊
藤
忠
吉

さ
ん
（8
1才
）
が
「
金
木
町
で
働
く

少
年
の
た
め
の
基
金
」
 
に百
万
円

を
預
託
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
 

伊
藤
さ
ん
は
、
公
認
会
計
士
と

し
て
会
計
事
務
所
を
開
設
し
て
い

る
方
で
、
小
川
町
に
住
む
伊
藤
サ

ギ
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
に
あ
た
り
、
 

現
在
も
現
役
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
 

'

!
 

引
き
続
き
金
木
小
学
校
長
が
 
「高

価
な
ピ
ア
ノ
を
寄
贈
し
て
下
さ
い

ま
し
て
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
克

今
後
は
地
域
社
会
の
た
め
に
も
ピ

ア
ノ
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
 

今
日
は
こ
の
ピ
ア
ノ
の
音
色
を
し

っ
か
り
耳
に
収
め
て
下
さ
い
J
と

述
べ
ま
し
た
。
 

す
。
 

ふ
る
さ
と
金
木
町
の
た
め
に
昭

和
6
1年
、
平
成
3
年
と
町
に
計
一
一

千
万
円
寄
附
さ
れ
た
の
に
引
き
続

き
、
今
回
は
働
く
少
年
を
励
ま
し

少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与
す
る
「
 

金
木
町
で
働
く
少
年
の
た
め
の
基

金
」
に
賛
同
さ
れ
、
百
ロ

（
百
万

円
）
預
託
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

金
木
町
で
働
く
少
年
の
た
め
の

M
 
基
金
運
営
委
員
 

鵬
 
髪
癖軸
 

ひ
 
感

謝
し
て
お
り

鳳
 
「

大
切
に
使
わ

雄
 
せ

て
い
た
だ
き

鵬
 
ま
す
い
と
話
し
 

の
 
て
い
ま
し

た
。
 

々
 

数
 

こ
の
後
、
ピ
ア
ノ
演
奏
家
と
し

て
有
名
な
弘
前
市
出
身
の
石
郷
勝

彦
先
生
が
ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
、
シ
ョ

パ
ン
な
ど
を
披
露
。
生
徒
や
父
兄

た
ち
は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
音
色

に
う
っ
と
り
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
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人気のアニメ主題歌を歌う隊員 

ピ
ア
ノ
お
披
露
目
演
奏
会
 
，
 すてきな音色で演奏する石郷先生 

(
 

（
一
 



世
界
保
健
デ

ー
 

4
，
月

7
‘
日
 

いのち 
生命を大切に・・・暴力や過失を防ごう 

たくさんのご応募、貴重なご意見有難

うございます。今回当選しなかった方も

これにめげずどしどしご応募ください。 

嘉 瀬 木 下 はる豆 さん 

金 木 浅 田 てつ子 さん 

蒔 田 田 中 美 子 さん 

全間正解者の中から抽選で 3 名様に素 

敵な記念品を差し上げます。どんどん応 

募して下さい。 

応募方法 

ハガギに住所、氏名、年齢、職業、電 

話番号を記入のうえ 

①クイズの答②今月号のよかった記事③ 

つまらなかった記事④ご意見・ご感想を 

記入のうえ 

〒037-02 
金木町大字金木字朝日山323 

金木町役場企画室 

までご応募下さい。 

応募の締切は 4 月 5 日当日消印有効。 

当選者の発表は 4 月号に掲載します。 

3月号の答 

⑥カンジそ 

⑧角巻き 

厳選なる抽選の結果、当選者は次の 3 名 

です。 

(
 

荒
磯
親
方
（
元
小
結ニ
子
岳
）来

』
 

部

屋
独

立
 

田中町長を訪問した荒磯親方（中央）と鳴海議員 

当
町
嘉
瀬
出
身
の
荒
磯
親
方

（
 

元
小
結
二
子
岳
）
が
去
る
2
月
6
 

日
、
荒
磯
部
屋
独
立
の
報
告
の
た

め
来
町
し
ま
し
た
。
 

荒
磯
親
方
は
、
昭
和
5
1年
現
役

引
退
後
、
二
子
山
部
屋
の
部
屋
付

親
方
と
し
て
後
人
の
指
導
に
あ
た

っ
て
い
ま
し
た
が
ど

一
子
山
部屋

と
藤
島
部
屋
が
合
併
す
る
こ
と
を

機
に
荒
磯
部
屋
と
し
て
独
立
を
決

意
。
東
京
都
国
立
市

（
中
央
線
沿

線
）
に
7
月
、
部
屋
が
完
成
し
、
 
 大

相
撲
9
月
場
所
前
に
土
俵
開
き

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

親
方
は
「
町
民
の
皆
さ
ん
も
東

京
に
お
い
で
の
際
は
気
軽
に
部
屋

に
立
ち
寄
っ
て
チ
ャ
ン
コ
鍋
を
食

べ
て
下
さ
い
己
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
 

荒
磯
部
屋
で
は
新
し
く
部
屋
を

興
す
と
い

、2

」
と
で力
士
、
部
屋

付
き
の
呼
出
し
、
行
司
を
目
指
す

若
者
を
募
集
し
て
お
り
、
力
士
に

な
り
た
い
方
、
相
撲
界
で
働
い
て

み
た
い
方
は
ぜ
ひ
荒
磯
部
屋
に
ご

相
談
下
さ
い
。
 

一
日
も
早
く
横
綱
が
誕
生
す
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
で
 
 応

援
し
ま
し
ょ
う
。
 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
 

荒
磯

（
元
小
結
 
二子
岳
武
士
）
 

本
 

名
 
山
中
武
昭
和
1
8年
生

初
土

俵
 
昭
和
3
6年
1
月
場
所

十
両
昇
進
 
昭
和
3
9年
 

幕
内
昇
進
 
昭
和
4
2年
1
月
場
所

技

能

賞
 
1
回
 

引
 

退
 
昭
和
5
1年
9
月
場
所

得
意
技
 

左
四
つ
下
手
投
げ
、
 

内
無
双
 

二
子
山
部
屋
の
関
取
第

一
号
と

し
て
長
く
幕
内
を
努
め
、
多
彩
な

技
で
フ
ァ
ン
を
魅
了
。
現
役
引
退

後
は
、
二
子
山
部
屋
の
部
屋
付
き

親
方
と
し
て
後
人
の
指
導
に
当
る
。
 

ズ 

⑤ 広報かなぎ聞―川川'I'll 

~ 今回は、昔日常生活用具として使われて 

i いた懐かしい物の問題です。 

~昌’次の二つはズソ、リ何でしょっ。 
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々
 g
ケ

少

2
02
 小サジ 3 

大サジ 1 
小サジ 1/2 

料
 カ

 

材

イ
酒
 

●イカの妙め煮 

塩分 1.3g 

かたくり粉 	大サジ 2 
玉ねぎ 	 8og 
人参 	 3og 
白菜 	 20og 
たけのこ 	30g 
しめじ 	 30g 
ブロッコリー 120 g 
長ねぎ 	 20g 
生しょうが 	少々 

サラダ油 	大サジ 3 

粉 	大サジ 2 

だし汁 	 1/2カップ

／へ しょう油 大サジ1 
塩 	 小サジ 1/2 
砂糖 	 小サジ 1 
作り方 

①ィカは松笠に包丁目を入れて1 
口大に切り、酒小サジ 2 をかけ、 

かたくり粉大サジ 1をまぶして

からゆでる。 

②玉ねぎはうす切り、人参は短冊 

(4 人分） 

300 g 
小サジ 4 

80 g 
30g 
200 g 

0b
 
g
 、
ノ
 
Oり
 

0
 
0
 

り
乙
 

0
 

マ
u
 
h
ぺ〕
 ・l
 
nノ］
 

厚
生
年
金
、
共
済
組
合

は
、
老
 

国
民
年
金
基
金
に
 

加
入
し
ま
せ
ん
か
 

保
険
料

は
毎
月
キ
チ
ン

と
 

納
め
ま
し
ょ
う
 

国
民
年
金
情
報
 

国
民
年
金
保
険
料
を
毎

月
、
忘

れ
ず
に
納
め
て
い
ま
す
か
。
 

保
険
料
を
定
期
的
に
集
金
し
て

く
れ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
国

民
年
金
保
険
料
納
付
組
織

に
加
入

す
る
と
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

老
齢
基
礎
年
金
は
、
二
十
歳
か
 

・

皇

ハ
十
歳
ま
で
の
四
＋
年
間
全

て

が
保
険
料
納
付
済
期
間
で
あ
れ
ば

満
額
で
す
が
、
保
険
料
未
納
期
間

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
月
数
に
応

じ
て
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
保
険
料
未
納
期
間
が
あ

る
た
め
に
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な

い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
 

い
つ
か
は
必
ず
迎
え
る
老
後

に

備
え
て
、
ま
た
、
も
し
も
の
時

の

た
め
に
保
険
料
は
毎
月
納
め
る
よ

う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
 

IIII IIIl 川II旧III 広報かなき ⑥ 

リ
参

菜

セ
人
白
 

切り、白菜はそぎ切り、ゆでた

たけのこはうす切り、しめじは

小房に分ける。 

③ブロッコリーはゆでて小房に分

ける。 

④長ねぎと生しょうがをみじん切

りにし油で妙め①（②）を順に加え

妙め、だし汁を入れ柔らかくな

るまで煮る。 

⑤④に酒小サジ 2 としょう油、塩、 

砂糖で調味し、ブロッコリーを

入れて混ぜ合わせ、かたくり粉

大サジ 1を水でといて入れとろ

みを付ける。 

●イカだんごのみそスープ 

塩分 1.3g 
材 料（ 4 人分） 

イカ（耳、足） 300g 
だし汁 	カップ2.5 

しょうが汁 	少々 

長ねぎ 	 20g 
うずら卵 	2 ケ 

かたくり粉 	小サジ 3 
酒 	 大サジ 1 
塩 	 小サジ 1/  

白みそ 	 大サジ1.5 
作り方

①ィカは細くたたいてすり鉢です 

る。 

②①にだし汁大サジ 2 、しょうが

汁、ねぎのみじん切り、うずら

卵、かたくり粉、酒、塩を加え

てよくすり混ぜる。 

③セリを 3 cmに切り、人参は短冊 

切り、白菜はそぎ切りにする。 

④鍋にだし汁を入れにんじん、白 

菜を煮る。 

⑤④が柔らかくなった所に①のイ

カだんごをまるめながら入れ、 

だんごに火が通ったらみそを入

れ、最後にセリを散らす。 

、 
今回はイカを材料にした「イカ 

料理」です。 

イカの主成分は良質のタンノぐク 

質で、脂肪が少ないので成人病予 

防や美容食に最適です。 

食生活改善推進員の 

小倉 さ つさん 

120g 

60 g 
200g 
大サジ1.5 
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胆
石
症
、
殊
に
胆
嚢
結
石
症
の

治
療
は
こ
こ
何
年
間
の
間
に
色
々

と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
無
症

状
で
あ
れ
ば
結
石
の
種
類
に
よ
っ

て
は
年
に
一
回
程
度
の
検
査
で
経

過
観
察
し
て
い
れ
ば
良
い
も
の
も

あ
る
反
面
、
無
症
状
で
も
治
療
を

勧
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

治
療
を
大
き
く
分
け
る
と
内
科
的

な
も
の
と
外
科
的
な
も
の
が
あ
り
 

類
 

攻
八
 

メス・ 

ま
す
。
 

内
科
的
治
療
に
は
溶
解
剤
に
よ

る
方
法
や
衝
撃
波
と
い
っ
て
体
の

外
か
ら

一
種
の
超
音
波
を
当
て
て

結
石
を
砕
く
方
法
が
あ
り
ま
す
。
 

溶
解
剤
は
そ
の
適
応
が
か
な
り
制

限
さ
れ
治
療
に
時
間
が
か
か
り
、
 

副
作
用
や
再
発
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
衝
撃
波
も
適
応
が
限
ら
れ
る

ほ
か
、
 一
回
一
回
の
治
療
費
が
非
 

常
に
高
い
上
、
そ

の
結
石
消
失
率
が

十
分
で
は
な
い
の

が
現
状
で
す
。
 

一
方
、
外
科
的

治
療
法
に
は
従
来

の
方
法
、
つ
ま
り

大
き
く
開
腹
し
て

胆
嚢
を
摘
出
す
る

方
法
や
胆
嚢
に
穴

を
あ
け
溶
解
剤
を

注
入
し
て
胆
石
を

解
か
す
方
法
、
そ
 
 し

て
以
下
に
述
べ
る
腹
腔
鏡
に
よ

る
胆
嚢
摘
出
術
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

本
法
は
上
腹
部
に
4
箇
所
の
1
 

1
2
m
の
小
孔
を
あ
け
、
そ
こ
か

ら
腹
腔
鏡

（
一
種
の
納
覗
鏡
、
い

わ
ゆ
る
カ
メ
ラ
）
や
錯
子
類
を
挿

入
し
、
胆
嚢
を
結
石
ご
と
取
り
出

す
方
法
で
す
。
手
術
は
ま
ず
全
身

麻
酔
の
後
、
殿
の
近
く
に
約
2
帥

の
小
切
開
を
行
な
い
、
そ
こ
か
ら

針
を
刺
し
て
炭
酸
ガ
ス
を
腹
腔
（
 

お
腹
の
中
）
へ
注
入
し
、
腹
壁
と

腸
管
の
間
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を

と
り
錯
子
類
の
操
作
が
安
全
に
行

な
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
し
て

次
に
こ
の
小
切
開
孔
か
ら
腹
腔
鏡

を
挿
入
し
、
そ
の
画
面
を
テ
レ
ビ

に
映
し
出
し
手
術
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
を
見
な
が
ら
別
の
3
 

つ
の
小
切
開
孔
を
あ
け
、
2
つ
か

ら
は
胆
嚢
を
持
ち
上
げ
た
り
引
い

た
り
す
る
錯
子
を
入
れ
、
も
う
1
 

は
さ
み
 

つ
か
ら
は
電
気
メ
ス
や
鉄
類
を
挿

入
し
ま
す
。
操
作
の
基
本
は
ま
ず

胆
嚢
の
出
口
で
あ
る
胆
嚢
管
と
い

う
と
こ
ろ
を
露
出
し
結
ん
で
物
担

次
に
胆
嚢
の
血
管
を
同
様
に
結
紫
 

・

切
離
し
た
後
、
胆
嚢
が
肝
臓
に

付
い
て
い
る
部
分
を
切
り
離
し
て

最
終
的
に
胆
嚢
を
摘
出
し
ま
す
。
 

傷
が
小
さ
い
の
で
大
き
い
結
石
は
 

2
 

図
 

砕
い
て
胆
嚢
ご
と
腹
腔
外
へ
取
り

出
し
ま
す
。
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の

傷
は
小
さ
い
ホ
ッ
チ
ギ
ス
の
よ
う

な
金
属
で
合
わ
せ
て
お
き
ま
す
。
 

こ
の
新
し
い
手
術
法
の
手
術
時

間
は
1
1
2
時
間
で
、
傷
が
小
さ

い
の
で
手
術
の
翌
日
か
ら
歩
く
こ

と
が
で
き
、
ま
た
食
事
も
早
く
開

始
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
回
復

が
早
い
の
が
大
き
な
特
徴
で
、
退

院
後
普
通
以
上
の
労
働
は
勿
論
、
 

日
常
生
活
に
も
ほ
と
ん
ど
支
障
が

あ
り
ま
せ
ん
。
胆
石
症
で
手
術
が

必
要
と
言
わ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人

は

一
度
金
木
病
院
の
外
科
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

⑦ 広報かなき川川lliii"'”・ 

金
木
病
院
力
ル
テ
⑩
 

ふ
っ
く
う
き
ょ
う
か
た
ん
の
う
 

「腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術
」
 

外
科

医
長

唐
 
牛
 

忍
 

齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
老
齢

厚
生
年
金
、
退
職
共
済
年
金
を
支

給
し
ま
す
が
、
国
民
年
金
に
は
老

齢
厚
生
年
金
、
退
職
共
済
年
金
に

該
当
す
る
給
付
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
「
国
民
年
金
も
厚
生
年
金

な
み
の
給
付
額
を
」
と
い
う
要
望

に
応
え
る
た
め
、
老
齢
基
礎
年
金

に
上
乗
せ
し
て
年
金
を
支
給
す
る

地
域
型
国
民
年
金
基
金
を
、
各
都

道
府
県
に
設
立
し
ま
し
た
。
 

国
民
年
金
の
第

一
号
被
保
険
者

で
、
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
者
、
 

農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
で
な
い

人
は
、
申
し
出
て
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

年
金
の
種
類
は
ー
ロ
め
（
終
身

年
金
・
年
金
額
三
十
六
万
円
）
三

種
類
、
ニ
ロ
め

（
年
金額
十
ニ
万

円
）
以
降
は
終
身
年
金
三
種
類
と

有
期
年
金
三
種
類
が
あ
り
、
 一
ロ

め
に
は
必
ず
加
入
し
、
二
ロ
め
以

降
の
加
入
は
自
由
で
す
。
 

掛
金
は
加
入
す
る
ロ
数
、
加
入

し
た
と
き
の
年
齢
で
決
ま
り
ま
す
。
 

基
金
の
掛
金
は
、
国
民
年
金
の

保
険
料
と
同
様
、
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
る
の
で
、
所

得
税
、
市
町
村
県
民
税
が
安
く
な

り
、
年
金
は
公
的
年
金
等
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
 

図 1 ．腹腔鏡と紺子類 

. 胆嚢管と胆嚢動脈の切離 



は じめ ま し て 
あんり 	あんな 

杏梨ちゃん杏菜ちゃん 
1月27日生まれ 

体重 2,908g 3,356g 
金木神明町 

石戸谷文人さんの 
長女・二女 

二人とも明るく元気に育 
ってほしいです。 

（母 しのぶより） 

み な と 

南 斗ちゃん 
1月27日生まれ 
体重 3,826 g 
金木新富町 

山田哲也さんの長男
男らしく、誰からも好
かれる子に育ってほし
いです。 

（母和 子より） 

前年同月比 2月末現在

男 6,171人

女 6,787人

計 12,958人

世帯数 3,882 

L 	94 

L1\ 	93 

L 	187 

Z、 	3 

△
 

一
 

籍 

の 
窓
 

2

月
届
出

分
 

お
め
で

と
う
 

山
田
 

楠
叫
（
哲

也
）
 

石
戸
谷

椿
喋
（
文
人

）
 

石
戸
路
済
球
（
文
人

）
 

今
 
裕
沃
郵
（
重
彦

）
 

原
田
 
蒼

鉢
（
英
光

）
 

伊
丸
岡
 

仁

（
満仁
）
 金嘉喜金金金 

良 
木瀬市木木木 

ワ
か
谷菰

緩

ル
情報
 

こ
の
度
め
で
た
く
 
「か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
 
（
企
画
・

進
行
廿
事
務
局
「
金
木
町
中
央
公
民
館
」
）
に
よ
り
カ
ッ
プ
ル
と

な
ら
れ
た
若
い
お
一
一
人を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

1993.1.16 

新郎泉 谷 勝 明さん（川 倉） 

新婦藤 田 美代子さん（小泊村） 

★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木
町
中
央

公
民
館
に
ご
相
談
下
さ
い
。
す
べ
て
事
務
局
が
手
配
い
た
し
ま

す
。
（T
E
L
5
31
3
5
8
1
)
 

ま
た
、
お
二
人
の
お
名
前
と
結
婚
記
念
日
を
刺
し
ゆ
う
し
た
豪

華
桐
箱
入
ア
ル
バ
ム
の
記
念
品
等
々
た
く
さ
ん
の
特
典
が
あ
り

ま
す
。
 

丑APPy Wedding 

金嘉中小川 金金 
里 I自 

木瀬町村倉木木 

弘
前
市
 

木
造
町
 

中
柏
木
 

黒秋 
（小
林
 
浩
臣

（長
一
）
 

「斉
藤
 
胤
美

（正
悦
）
 

（
泉
谷
 勝
明
（
則
昭
）
 

「
藤
田
美
代
子
（
照
美
）
 

（
竹
谷
 幸
人

（
久雄
）
 

「
古川
 
令
子
（
房
則
）
 

（
中
田
 
紀
人

（
秀
人
）
 

（
小
笠
原
幸
治
（
茂
）
 

「
成
田
真
紀
子
（
俊
美
）
 

お
く
や
み
 

元

文
四
郎

（
7
4オ
）
嘉
 
瀬

滝
 
な
か

（
7
2オ
）
嘉
 
瀬
 
 遠

山

ま
つ
江

（
7
0才
）
金

野

宮
 
ミ

ギ
（
8
2才
）
 

塚
本
 
キ
 
セ
（
8
6才
）
 

白
 
川
 
六
 
男
（
3
9オ
）
 

松
 
川
八

重
子
（
4
5才
）
 

斉
藤
 

博
太

（8
2才
）
 

土
 岐
善

五
郎

（
8
1才
）
 

角
田
 

ギ
 
ョ
（
8
9才
）
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
 

こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
、
町
民
課
窓
口
に
届
出

の
際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

H川川川広報かなき ⑧ 

お
し
あ
わ
せ
に
 
成

田
 
幸
雄

（6
3才
）
喜
良
市

今
 

き
亘
（

8
1才
）
喜
良
市
 

「
野
呂
恵
理
子

（
英
一
 

～ノ 、~ 

金嘉嘉嘉金金金金

木瀬瀬瀬木木木木 

（
一
 


